
講習番号 19-① 講習の名称

担当講師 受講料
8,000円

(教材費含)
定員 40名

講習の概要

講習番号 19-② 講習の名称

担当講師 受講料 6,000円 定員 35名

講習の概要

講習番号 19-③ 講習の名称

担当講師 受講料 6,000円 定員 50名

講習の概要

講習番号 19-④ 講習の名称

担当講師 受講料 6,000円 定員 50名

講習の概要

講習番号 19-⑤ 講習の名称

担当講師 受講料 6,000円 定員 50名

講習の概要

講習番号 19-⑥ 講習の名称

担当講師 受講料 6,000円 定員 50名

講習の概要

8月6日
（火）

9:30～
　16:30

8月7日
（水）

9:30～
　16:30

【選択】幼児の屋外環境との関わりと園庭における環境構成

【選択】子ども理解と環境の工夫

【選択】障がいのある子どもの保育

【選択】世界の保育を通して考える保育内容とその評価

前半は、一人ひとりの子ども理解と保育者の関わりについて考えていく。後半は子ども理
解を踏まえ、自発的意欲的に環境に関わり生活や遊びを豊かにするための、環境の構成と
再構成について、家具、道具、素材の配置や人の動き等様々な実例を参考に考え合ってい
く。受講生同士の情報交換を取り入れ、実践に活用できる工夫を見つけていきたい。

幼児教育の振興は世界の潮流であり、就学前の保育・幼児教育の質やその内容について、
様々な論議や検討がなされている。スウェーデン、イギリス、ニュージーランド、韓国な
どの保育現場の様子やナショナルカリキュラム等を知り、日本の保育との違いや共通点を
考察する。また、保育内容の評価の方法やその内容に関して日本を含む各国の評価の取り
組みやその重要性を理解する。

近年、「発達障がい」や「気になるこども」 という言葉を耳にするようになった。保育
中、何度言い聞かせてもわからない、大泣き怒ってしまう、そのような配慮が必要なこど
もの保育についてワークショップを交えて考えていく。

幼稚園教育要領において、幼稚園は環境を通して行うものであることを基本とする、と述
べられているように、幼児にとって環境は大変重要なものである。本講習では、幼児にお
ける屋外環境との関わりに着目し、特に、園庭での環境構成やあそび活動の意義、方策に
ついて、一部演習を交えた講義を通して検討を行う。

　天野　珠路（本学教授）

　河合　高鋭（本学准教授）

　仙田 考（本学准教授）

　片川　智子（本学准教授）

8月5日
（月）

9:30～
　16:30

令和元（２０１９）年度　鶴見大学短期大学部免許状更新講習一覧

領域『絵画・製作』の時代から、『造形』そして『表現』の時代へ。幼稚園教育要領の変
遷から、幼児の美術・造形教育観をめぐる変化と今日的課題を探る。ひとり一人の発想を
引き出し豊かに育てる造形表現活動の支援のあり方とはどういうものか、具体的な方法や
考え方について、講義と演習を通して学習する。

　山里　哲史（本学教授）
　陸路　和佳（本学准教授）

　鮫島　良一（本学講師・同附属三松幼稚園園長）

前半は、幼稚園教育要領の領域「健康」を踏まえ、現代の子どもを取り巻く健康問題につ
いて解説し、議論します。その後、子ども向けの運動遊びを行い、その指導や補助の方法
を実践し、子どもたちと運動遊びの楽しさを共有できることを目指していきます。後半
は、音楽表現と動きに焦点をあてていきます。ダルクローズ、オルフの教育法をベース
に、それを活用しながらリズム表現、音楽表現活動について考え、ピアノ奏法も交えて展
開します。

【選択】これからの幼児の造形表現教育

【選択】幼児の運動遊びとリズム遊び

別 紙


